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　吉備高原都市内にはこのほかに，
重度障害者多数雇用事業所，身体障
害者のための能力開発センター，身
体障害者授産施設などがあり，医療
から職業への連続したリハプログラ
ムを組むことができます．
　第３の特徴は，医用工学研究室を
持ち，障害者向けの福祉機器・シス
テムを開発し，また研究員（リハ・
エンジニア）がリハ・スタッフの一
員としてリハ治療に参加してQOL
の向上に貢献していることです．
　開発したシステムには，３次元コ
ンピュータグラフィックスを用いた
住宅改造支援システム，褥瘡予防の
ための圧測定システム，機器として
は頸髄損傷者など上肢機能障害者の
ための顎操作マウス，車いす使用者
のための漕ぎ数カウンターなどがあ
り，これらは実際の理学療法，作業
療法の中で使用されます．
　顎操作マウスは実際に在宅に復帰
した高位頸髄損傷者によってパソコ
ン操作に使用されQOLの向上に貢
献しています．
リハ医療の状況
　当センターでは要請があれば紹介
元の病院まで医師とスタッフが出向
き，患者・家族に直接説明し転院後
のリハの流れを説明することがあり
ます．また，紹介初診時に正確なリ
ハ医学的評価を行い，スタッフを交
えたインフォームドコンセントをは
かります．これによってある程度の
機能的・社会的ゴールを患者・家
族・スタッフが共有してからリハ治
療を開始します．
　リハ治療が開始されると，その経
過によりゴールの修正や具体化をは
かり，ゴールの達成を目指します．
　また，地域医療においてもこのよ
うなリハ・マインドを持って全人的
視野での医療を行い，治療と社会生
活の両立を目指しています．
おわりに
　当センターは民間医療施設ではリ
ハ医療の完結が困難な頸髄損傷のよ
うな重度の障害のリハを実施し，良
好な社会的アウトカムを得てきまし
た．今後も「療養者ではなく生活者
としての社会復帰」を合言葉にリハ
医療を推進していきます．
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